
令
和
四
年
十
月
二
十
四
日（
月
曜
日
）

午
後
四
時
二
十
分
開
議

出
席
委
員

委
員
長

平
口

洋
君

理
事

奥
野

信
亮
君

理
事

冨
樫

博
之
君

理
事

藤
井
比
早
之
君

理
事

松
本

洋
平
君

理
事

源
馬
謙
太
郎
君

理
事

渡
辺

周
君

理
事

浦
野

靖
人
君

理
事

伊
藤

渉
君

石
原

正
敬
君

加
藤

竜
祥
君

勝
目

康
君

神
田

潤
一
君

熊
田

裕
通
君

斎
藤

洋
明
君

塩
崎

彰
�
君

鈴
木

憲
和
君

辻

清
人
君

中
西

健
治
君

西
野

太
亮
君

長
谷
川
淳
二
君

鳩
山

二
郎
君

平
井

卓
也
君

古
川

�
季
君

穂
坂

泰
君

本
田

太
郎
君

牧
島
か
れ
ん
君

落
合

貴
之
君

佐
藤

公
治
君

櫻
井

周
君

手
�

仁
雄
君

寺
田

学
君

徳
永

�
志
君

岩
谷

良
平
君

山
本

剛
正
君

吉
田

豊
史
君

金
城

泰
邦
君

輿
水

恵
一
君

斎
藤
ア
レ
ッ
ク
ス
君

塩
川

鉄
也
君

参
考
人

（
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審

議
会
会
長
）

川
人

貞
史
君

参
考
人

（
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審

議
会
会
長
代
理
）

久
保

信
保
君

衆
議
院
調
査
局
第
二
特
別
調
査

室
長

大
泉

淳
一
君

委
員
の
異
動

十
月
二
十
四
日

辞
任

補
欠
選
任

川
崎
ひ
で
と
君

西
野

太
亮
君

福
重

隆
浩
君

金
城

泰
邦
君

同
日辞

任

補
欠
選
任

西
野

太
亮
君

川
崎
ひ
で
と
君

金
城

泰
邦
君

福
重

隆
浩
君

十
月
十
四
日

在
外
国
民
が
国
民
審
査
権
を
行
使
で
き
な
い
こ
と
を
違

憲
と
す
る
最
高
裁
判
決
を
受
け
、
早
期
の
立
法
措
置
を

求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情
書
外
一
件（
福
岡
市
中
央

区
六
本
松
四
の
二
の
五

前
田
憲
�
外
一
名
）（
第
八
七

号
）

参
議
院
選
挙
に
お
け
る
合
区
の
解
消
に
関
す
る
陳
情
書

外
一
件（
高
松
市
番
町
四
の
一
の
一
〇

高
城
宗
幸
外

一
名
）（
第
八
八
号
）

同
月
四
日

衆
議
院
議
員
小
選
挙
区
に
お
け
る
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
た
区
割
り
の
改
定
を
求
め
る
意
見
書（
福
島
県
棚
倉

町
議
会
）（
第
三
九
七
号
）

衆
議
院
議
員
小
選
挙
区
に
お
け
る
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
た
区
割
り
の
改
定
を
求
め
る
意
見
書（
福
島
県
矢
祭

町
議
会
）（
第
三
九
八
号
）

衆
議
院
議
員
小
選
挙
区
に
お
け
る
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
た
区
割
り
の
改
定
を
求
め
る
意
見
書（
福
島
県
塙
町

議
会
）（
第
三
九
九
号
）

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
衆

議
院
議
員
小
選
挙
区
の
区
割
り
の
改
定
を
求
め
る
意
見

書（
北
海
道
恵
庭
市
議
会
）（
第
四
〇
〇
号
）

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
衆

議
院
議
員
小
選
挙
区
の
区
割
り
の
改
定
を
求
め
る
意
見

書（
北
海
道
北
広
島
市
議
会
）（
第
四
〇
一
号
）

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
衆
議

院
議
員
小
選
挙
区
の
区
割
り
の
改
定
を
求
め
る
意
見
書

（
北
海
道
当
別
町
議
会
）（
第
四
〇
二
号
）

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
衆

議
院
議
員
小
選
挙
区
の
区
割
り
の
改
定
を
求
め
る
意
見

書（
北
海
道
新
篠
津
村
議
会
）（
第
四
〇
三
号
）

は
本
委
員
会
に
参
考
送
付
さ
れ
た
。

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

参
考
人
出
頭
要
求
に
関
す
る
件

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
件

（
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
の「
衆
議
院
小
選
挙

区
選
出
議
員
の
選
挙
区
の
改
定
案
に
つ
い
て
の
勧
告
」）

○
平
口
委
員
長

こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る

件
、
特
に
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
の「
衆
議
院

小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
区
の
改
定
案
に
つ
い
て
の
勧

告
」に
つ
い
て
調
査
を
進
め
ま
す
。

こ
の
際
、
参
考
人
出
頭
要
求
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
お

諮
り
い
た
し
ま
す
。

本
件
調
査
の
た
め
、
本
日
、
参
考
人
と
し
て
衆
議
院
議

員
選
挙
区
画
定
審
議
会
会
長
川
人
貞
史
君
及
び
衆
議
院
議

員
選
挙
区
画
定
審
議
会
会
長
代
理
久
保
信
保
君
の
出
席
を

求
め
、
説
明
を
聴
取
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
御
異

議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
平
口
委
員
長

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

そ
の
よ
う
に
決
し
ま
し
た
。

○
平
口
委
員
長

両
参
考
人
に
は
、
御
多
用
中
の
と
こ
ろ

本
委
員
会
に
御
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
の
衆
議

院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
区
の
改
定
案
に
つ
い
て
の

勧
告
に
つ
い
て
、
川
人
参
考
人
か
ら
説
明
を
聴
取
い
た
し

ま
す
。
川
人
参
考
人
。

○
川
人
参
考
人

衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
会
長

の
川
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
、
発
言
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
審
議
会
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置

法
、
い
わ
ゆ
る
区
割
り
審
設
置
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
去

る
六
月
十
六
日
に
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
衆
議
院
小
選

挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
区
の
改
定
案
に
つ
い
て
の
勧
告
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
区
割
り
改
定
は
、
衆
議
院
に
設
置
さ
れ
た
衆
議

院
選
挙
制
度
に
関
す
る
調
査
会
答
申
に
お
い
て
、
最
高
裁

判
決
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
人
口
比
例
に
基
づ
く
定

数
配
分
方
式
と
し
て
望
ま
し
い
も
の
と
さ
れ
、
衆
議
院
選

挙
制
度
改
革
関
連
法
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
に
導
入
さ
れ

た
、
い
わ
ゆ
る
ア
ダ
ム
ズ
方
式
に
よ
り
行
う
初
め
て
の
区

割
り
改
定
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
日
は
、
審
議
の
経
過
と
勧
告
の
概
要
に
つ
い
て
御
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
当
審
議
会
に
お
け
る
審
議
の
経
過
に
つ
い
て
御

説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

当
審
議
会
と
し
て
は
、
区
割
り
審
設
置
法
の
規
定
に
よ

り
、
大
規
模
国
勢
調
査
で
あ
る
令
和
二
年
国
勢
調
査
の
結

果
に
基
づ
く
区
割
り
改
定
案
の
勧
告
に
つ
い
て
は
、
国
勢

調
査
の
速
報
値
が
官
報
公
示
さ
れ
た
日
か
ら
一
年
以
内
に

行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
受
け
、
昨
年
七
月
二
日

に
審
議
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
全
国
二
百
八
十
九
全
て
の
選
挙
区
に
つ
い
て
、

現
行
の
選
挙
区
の
人
口
や
格
差
の
状
況
、
こ
れ
ま
で
の
区

割
り
改
定
の
経
緯
な
ど
を
確
認
す
る
レ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
間
、
昨
年
十
一
月
三
十
日
に
令
和
二
年
国
勢
調
査

人
口
の
確
定
値
が
公
表
さ
れ
、
令
和
二
年
日
本
国
民
の
人

（
第
二
類

第
二
号
）

（
三
一
）

第
二
百
十
回
国
会

衆

議

院

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録

第

二

号

第
二
類
第
二
号

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録
第
二
号

令
和
四
年
十
月
二
十
四
日
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口
が
確
定
し
、
ア
ダ
ム
ズ
方
式
に
よ
る
十
増
十
減
、
格
差

二
倍
以
上
と
な
る
選
挙
区
が
確
定
し
ま
し
た
。

次
に
、
区
割
り
審
設
置
法
第
八
条
に
お
い
て
、「
審
議

会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
行
政
機
関
及
び
地
方
公
共
団
体
の
長
に

対
し
て
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
開
陳
、
説
明
そ
の
他
の

必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」と
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
の
行
政
、
地
勢
、
交
通
等
全

般
に
通
じ
、
区
割
り
に
つ
い
て
都
道
府
県
全
体
を
総
合
的

に
判
断
し
得
る
視
点
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
都
道

府
県
知
事
に
対
し
、
昨
年
十
二
月
十
四
日
に
、
現
行
の
区

割
り
な
ど
に
つ
い
て
意
見
照
会
を
行
い
、
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

意
見
照
会
の
際
に
は
、
県
内
市
町
村
の
意
見
を
聞
く
な

ど
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
意
見
を
提
出
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
知
事
意
見
で
は
、
特
に
、
市
町
村
合
併
等

に
よ
り
分
割
さ
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
市
区
町
を
有
す

る
都
道
府
県
の
ほ
ぼ
全
て
か
ら
、
そ
の
解
消
を
望
む
意
見

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
区
割
り
基
準
や
作
業
手
順
を
定
め
る
区
割
り

改
定
案
の
作
成
方
針
に
つ
い
て
、
過
去
の
区
割
り
改
定
時

の
も
の
を
踏
ま
え
、
知
事
意
見
も
参
考
と
し
な
が
ら
審
議

し
、
本
年
二
月
二
十
一
日
に
こ
れ
を
決
定
、
公
表
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
作
成
方
針
に
基
づ
い
て
、
具
体
的
な
区
割
り
の
改

定
作
業
に
入
り
、
そ
の
後
は
、
週
一
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で

審
議
会
を
開
催
し
、
審
議
を
進
め
ま
し
た
。

当
審
議
会
と
し
て
は
、
精
力
的
に
丁
寧
に
審
議
を
進

め
、
三
十
五
回
に
わ
た
る
審
議
を
経
て
、
六
月
十
六
日
に

区
割
り
改
定
案
を
取
り
ま
と
め
、
同
日
、
内
閣
総
理
大
臣

に
対
し
て
勧
告
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

続
き
ま
し
て
、
当
審
議
会
が
具
体
的
な
区
割
り
改
定
案

を
作
成
す
る
に
当
た
り
基
本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
し

た
区
割
り
改
定
案
の
作
成
方
針
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

区
割
り
改
定
案
の
作
成
方
針
は
、
区
割
り
基
準
と
作
業

手
順
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
区
割
り
基
準
に
つ
い
て
は
、
議
員
一
人
当
た
り

人
口
の
最
も
少
な
い
県
で
あ
る
鳥
取
県
内
の
人
口
最
少
選

挙
区
、
す
な
わ
ち
鳥
取
二
区
を
基
準
と
し
て
、
令
和
二
年

日
本
国
民
の
人
口
に
お
い
て
、
選
挙
区
間
の
人
口
格
差
を

二
倍
未
満
と
す
る
こ
と
、
選
挙
区
は
飛
び
地
に
し
な
い
こ

と
、
市
区
町
村
の
区
域
は
原
則
と
し
て
分
割
し
な
い
こ
と

と
し
、
市
区
の
人
口
が
人
口
基
準
の
上
限
人
口
を
超
え
る

場
合
等
、
や
む
を
得
な
い
一
定
の
場
合
に
限
り
分
割
す
る

こ
と
、
地
勢
、
交
通
そ
の
他
の
自
然
的
、
社
会
的
条
件
を

総
合
的
に
考
慮
す
る
こ
と
な
ど
、
お
お
む
ね
過
去
の
区
割

り
基
準
を
踏
襲
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
に
つ
い
て
は
、

特
に
、
市
区
町
村
の
分
割
基
準
に
つ
い
て
、
分
割
解
消
に

よ
り
県
内
の
最
大
格
差
が
拡
大
す
る
場
合
に
は
分
割
を
維

持
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
、
選
挙
区
の
改
定
に
当
た
っ
て

は
、
地
勢
、
交
通
等
を
総
合
的
に
考
慮
す
る
こ
と
と
し
、

第
四
十
九
回
総
選
挙
当
日
有
権
者
数
に
お
い
て
格
差
二
倍

以
上
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
考
慮
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

次
に
、
作
業
手
順
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
区
割
り
改

定
案
の
作
成
に
当
た
っ
て
の
作
業
手
順
を
示
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
鳥
取
県
に
つ
い
て
は
、
各
選
挙
区
の
人

口
格
差
二
倍
未
満
の
基
準
と
な
る
た
め
、
他
の
都
道
府
県

よ
り
も
先
行
し
て
審
議
を
行
い
、
区
割
り
改
定
原
案
を
作

成
す
る
こ
と
、
選
挙
区
の
数
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
五

都
県
に
つ
い
て
は
、
都
県
内
の
選
挙
区
の
う
ち
、
人
口
が

最
も
多
い
も
の
、
又
は
、
人
口
が
最
も
多
い
も
の
か
ら
順

に
定
数
が
増
加
す
る
数
ま
で
の
順
番
に
あ
る
も
の
、
す
な

わ
ち
一
票
の
価
値
が
軽
い
選
挙
区
を
順
次
手
が
か
り
と
し

て
改
定
案
を
作
成
す
る
こ
と
、
選
挙
区
の
数
が
減
少
す
る

こ
と
と
な
る
十
県
に
つ
い
て
は
、
県
内
の
選
挙
区
の
う

ち
、
人
口
が
最
も
少
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
一
票
の
価
値

が
最
も
重
い
選
挙
区
を
手
が
か
り
と
し
て
改
定
案
を
作
成

す
る
こ
と
、
選
挙
区
の
数
に
増
減
は
な
い
が
、
人
口
格
差

二
倍
以
上
の
選
挙
区
を
有
す
る
二
府
県
に
つ
い
て
は
、
人

口
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
改
定
案
を
作
成
す
る
こ
と
、

選
挙
区
の
数
の
増
減
が
な
く
人
口
基
準
に
適
合
し
て
い
な

い
選
挙
区
の
な
い
二
十
九
道
府
県
に
つ
い
て
は
、
区
割
り

基
準
に
照
ら
し
、
必
要
な
場
合
に
は
所
要
の
改
定
案
を
作

成
す
る
こ
と
、
作
業
の
結
果
得
ら
れ
た
区
割
り
改
定
案

が
、
合
理
的
か
つ
整
合
性
の
取
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
の
総
合
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

以
上
が
、
区
割
り
改
定
案
の
作
成
方
針
の
概
要
で
あ
り

ま
す
。

次
に
、
勧
告
し
た
区
割
り
改
定
案
の
概
要
に
つ
い
て
御

説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

最
初
に
、
都
道
府
県
別
定
数
の
異
動
に
つ
い
て
で
す

が
、
こ
れ
は
、
区
割
り
審
設
置
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定

さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
ア
ダ
ム
ズ
方
式
に
よ
り
定
ま
る
も
の
で

す
。令

和
二
年
日
本
国
民
の
人
口
に
基
づ
き
計
算
す
る
と
、

東
京
都
で
五
人
、
神
奈
川
県
で
二
人
、
埼
玉
県
、
千
葉
県

及
び
愛
知
県
で
そ
れ
ぞ
れ
一
人
定
数
が
増
加
、
宮
城
県
、

福
島
県
、
新
潟
県
、
滋
賀
県
、
和
歌
山
県
、
岡
山
県
、
広

島
県
、
山
口
県
、
愛
媛
県
、
長
崎
県
の
十
県
で
そ
れ
ぞ
れ

一
人
定
数
が
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
、
当
審
議
会
は
、
こ

の
都
道
府
県
別
定
数
を
基
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
案
で
変
更
さ
れ
る
選
挙
区
の
数
に
つ
い
て

は
、
二
十
五
都
道
府
県
で
百
四
十
選
挙
区
と
な
り
ま
す
。

そ
の
内
訳
は
、
選
挙
区
の
数
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
る

都
県
の
区
域
内
の
選
挙
区
と
し
て
、
五
都
県
六
十
一
選
挙

区
、
選
挙
区
の
数
が
減
少
す
る
こ
と
と
な
る
県
の
区
域
内

の
選
挙
区
と
し
て
、
十
県
四
十
五
選
挙
区
、
格
差
二
倍
未

満
の
人
口
基
準
に
適
合
し
な
い
選
挙
区
の
改
定
に
伴
う
も

の
と
し
て
、
大
阪
府
、
福
岡
県
の
二
府
県
四
選
挙
区
、
第

四
十
九
回
総
選
挙
当
日
有
権
者
数
で
格
差
二
倍
以
上
と

な
っ
て
い
る
選
挙
区
の
改
定
に
伴
う
も
の
と
し
て
、
北
海

道
、
兵
庫
県
の
二
道
県
五
選
挙
区
、
合
併
等
に
よ
る
市
区

の
分
割
を
解
消
す
る
改
定
に
伴
う
も
の
と
し
て
、
茨
城

県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
岐
阜
県
、
静
岡
県
、
島
根
県
の

六
県
二
十
五
選
挙
区
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。人

口
最
少
選
挙
区
と
の
格
差
が
二
倍
以
上
と
な
る
選
挙

区
の
数
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
日
本
国
民
の
人
口
で
、

現
行
で
は
二
十
三
選
挙
区
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
改
定
案

に
お
い
て
全
て
解
消
し
て
お
り
ま
す
。

最
大
人
口
格
差
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
日
本
国
民
の

人
口
で
、
現
行
の
選
挙
区
で
は
二
・
〇
九
六
倍
で
す
が
、

今
回
の
改
定
案
に
お
い
て
は
一
・
九
九
九
倍
と
な
り
ま

す
。改

定
案
に
お
け
る
分
割
市
区
に
つ
い
て
は
、
現
行
で
は

分
割
さ
れ
て
い
る
市
区
町
は
百
五
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
解

消
を
求
め
る
意
見
が
多
く
の
都
道
府
県
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
大
幅
に
解
消
し
、
三
十
二
市
区
と
な
り

ま
す
。
現
行
で
は
三
つ
の
選
挙
区
に
分
割
さ
れ
て
い
る
市

区
は
五
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
分
割
は
全
て
解
消
し
ま

す
。最

後
に
、
今
回
の
区
割
り
改
定
に
つ
い
て
総
括
的
に
申

し
上
げ
れ
ば
、
今
回
の
区
割
り
改
定
は
、
十
年
に
一
度
の

大
規
模
国
勢
調
査
に
基
づ
く
全
都
道
府
県
の
二
百
八
十
九

全
て
の
選
挙
区
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

ア
ダ
ム
ズ
方
式
に
よ
る
都
道
府
県
別
定
数
の
十
増
十
減
、

格
差
二
倍
以
上
の
選
挙
区
の
見
直
し
、
多
く
の
都
道
府
県

か
ら
望
ま
れ
て
い
た
分
割
市
区
町
の
解
消
な
ど
に
よ
り
、

改
定
さ
れ
る
選
挙
区
の
数
が
現
行
選
挙
区
二
百
八
十
九
の

半
数
近
く
に
及
ぶ
過
去
最
大
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
改
定
案
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
ま
と

ま
り
や
選
挙
区
の
安
定
性
、
被
災
地
の
状
況
等
に
も
配
慮

し
な
が
ら
、
詳
し
く
見
直
し
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。

例
え
ば
、
東
京
都
な
ど
の
都
市
部
に
お
い
て
は
、
前
回

の
区
割
り
改
定
で
は
、
定
数
を
変
え
ず
に
格
差
を
二
倍
未

満
に
収
め
る
た
め
、
格
差
二
倍
以
上
若
し
く
は
二
倍
近
く

で
あ
る
選
挙
区
が
林
立
し
て
い
る
中
、
多
く
の
市
区
が
分

割
さ
れ
る
な
ど
複
雑
な
区
割
り
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
回
は
定
数
増
も
あ
っ
た
た
め
、
分
割
解
消
を
求
め

る
知
事
意
見
も
踏
ま
え
、
で
き
る
限
り
市
区
の
分
割
を
解

消
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
ま
と
ま
り
に
も
配
慮
し
な
が
ら

検
討
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
鋭
意
、
調
査
審
議
に
努
め
、
当
審
議

会
と
し
て
最
善
と
考
え
る
改
定
案
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
御
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。以

上
で
、
私
か
ら
の
審
議
の
経
過
と
勧
告
の
概
要
説
明

を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
平
口
委
員
長

以
上
で
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。

第
二
類
第
二
号

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録
第
二
号

令
和
四
年
十
月
二
十
四
日

二



○
平
口
委
員
長

川
人
会
長
、
久
保
会
長
代
理
を
始
め
と

し
て
、
審
議
会
の
委
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
般

の
区
割
り
改
定
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
精
力
的
に
審
議
を
進

め
ら
れ
、
去
る
六
月
十
六
日
に
改
定
案
の
勧
告
を
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
に
お
け
る
御
尽
力
に
対

し
、
委
員
会
を
代
表
し
て
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
理
事
会
に
お
い
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
質
疑

事
項
に
つ
い
て
、
委
員
会
を
代
表
し
て
、
私
か
ら
お
尋
ね

い
た
し
ま
す
。

今
回
の
区
割
り
改
定
は
、
平
成
二
十
八
年
に
成
立
し
た

い
わ
ゆ
る
衆
議
院
選
挙
制
度
改
革
関
連
法
に
基
づ
い
て
、

都
道
府
県
へ
の
定
数
配
分
に
つ
い
て
ア
ダ
ム
ズ
方
式
を
完

全
に
採
用
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
審
議
会
で
は
、
今

回
は
ど
の
よ
う
な
手
順
で
改
定
作
業
を
行
い
、
ど
の
よ
う

な
議
論
が
な
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
改
定
作
業

に
お
い
て
難
し
か
っ
た
点
、
特
に
留
意
し
た
点
を
挙
げ
れ

ば
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

○
川
人
参
考
人

初
め
に
、
改
定
作
業
の
手
順
に
つ
い
て

御
説
明
い
た
し
ま
す
。

審
議
会
に
お
い
て
は
、
昨
年
六
月
二
十
五
日
に
令
和
二

年
国
勢
調
査
人
口
の
速
報
値
が
官
報
公
示
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
七
月
二
日
に
審
議
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
全
国
全
て
の
選
挙
区
に
つ
い
て
、
現
行
の
選
挙

区
の
人
口
や
格
差
の
状
況
、
こ
れ
ま
で
の
区
割
り
改
定
の

経
緯
等
を
確
認
す
る
レ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

十
一
月
三
十
日
に
令
和
二
年
国
勢
調
査
人
口
の
確
定
値

が
官
報
公
示
さ
れ
、
ア
ダ
ム
ズ
方
式
に
よ
る
都
道
府
県
別

定
数
配
分
の
十
増
十
減
や
格
差
二
倍
以
上
と
な
る
選
挙
区

が
確
定
し
た
後
、
都
道
府
県
の
行
政
、
地
勢
、
交
通
等
全

般
に
通
じ
、
区
割
り
に
つ
い
て
都
道
府
県
全
体
を
総
合
的

に
判
断
し
得
る
視
点
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
都
道

府
県
知
事
に
、
現
行
の
区
割
り
な
ど
に
つ
い
て
意
見
照
会

を
行
い
、
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

過
去
の
区
割
り
改
定
時
の
作
成
方
針
を
踏
ま
え
、
知
事

意
見
も
参
考
と
し
な
が
ら
、
本
年
二
月
二
十
一
日
に
は
区

割
り
改
定
案
の
作
成
方
針
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
作
成
方
針
に
基
づ
い
て
、
具
体
的
な
区
割
り
の
改

定
作
業
に
入
り
、
そ
の
後
は
、
週
一
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で

審
議
会
を
開
催
し
、
精
力
的
に
丁
寧
に
審
議
を
進
め
、
六

月
十
六
日
に
区
割
り
改
定
案
を
取
り
ま
と
め
、
内
閣
総
理

大
臣
に
勧
告
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

次
に
、
改
定
案
の
作
成
に
当
た
っ
て
の
議
論
な
ど
に
つ

い
て
御
説
明
し
ま
す
。

今
回
の
区
割
り
改
定
は
、
い
わ
ゆ
る
ア
ダ
ム
ズ
方
式
に

よ
る
都
道
府
県
別
定
数
の
十
増
十
減
、
格
差
二
倍
以
上
の

選
挙
区
の
見
直
し
、
多
く
の
都
道
府
県
知
事
か
ら
望
ま
れ

て
い
た
分
割
市
区
町
の
解
消
な
ど
に
よ
り
、
結
果
と
し

て
、
改
定
さ
れ
る
選
挙
区
の
数
が
現
行
選
挙
区
二
百
八
十

九
の
半
数
近
く
に
及
ぶ
、
過
去
最
大
の
も
の
と
な
り
ま
し

た
。改

定
案
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
ま
と
ま
り
や

選
挙
区
の
安
定
性
、
被
災
地
の
状
況
等
に
も
配
慮
し
な
が

ら
詳
し
く
見
直
し
を
検
討
し
、
地
勢
や
交
通
の
状
況
、
地

域
の
ま
と
ま
り
な
ど
か
ら
慎
重
に
検
討
し
ま
し
た
。

区
割
り
改
定
案
は
、
こ
う
し
た
様
々
な
事
項
を
検
討
、

考
慮
し
た
上
で
、
三
十
五
回
に
及
ぶ
審
議
を
経
て
作
成
し

た
も
の
で
あ
り
、
当
審
議
会
と
し
て
は
最
善
の
改
定
案
を

取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
平
口
委
員
長

今
回
の
区
割
り
の
改
定
は
、
本
年
二
月

に
審
議
会
が
決
定
し
た
区
割
り
改
定
案
の
作
成
方
針
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

作
成
方
針
で
は
、
一
定
の
場
合
を
除
い
て
市
区
町
村
の

区
域
は
分
割
し
な
い
こ
と
を
原
則
と
す
る
と
し
て
お
り
、

三
つ
の
選
挙
区
に
分
割
さ
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
た
五
市

区
は
い
ず
れ
も
分
割
が
解
消
さ
れ
、
分
割
市
区
町
の
数
は

百
五
市
区
町
か
ら
三
十
二
市
区
に
大
き
く
減
少
し
ま
し

た
。
一
方
で
、
北
海
道
と
福
岡
県
に
お
い
て
は
分
割
区
の

数
が
増
え
、
三
十
二
市
区
に
お
い
て
い
ま
だ
に
分
割
が
解

消
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
市
区

町
の
分
割
に
つ
い
て
、
審
議
会
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
対

処
さ
れ
た
の
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
作
成
方
針
で
は
、
昨
年
の
第
四
十
九
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
お
け
る
当
日
有
権
者
数
に
お
い
て
格
差
二

倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
と

し
、
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法
の
要
件
に

当
て
は
ま
ら
な
い
二
道
県
五
選
挙
区
の
区
割
り
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
審
議
会
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て

こ
の
改
定
を
行
っ
た
の
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

○
久
保
参
考
人

ま
ず
、
市
区
町
の
分
割
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
。

御
指
摘
の
と
お
り
、
現
行
の
選
挙
区
に
お
き
ま
し
て

は
、
過
去
の
区
割
り
改
定
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
た
市
区

や
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
分
割
さ
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い

る
市
区
町
な
ど
、
合
計
百
五
の
分
割
市
区
町
が
ご
ざ
い
ま

す
。衆

議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法
第
三
条
第
一

項
は
、
区
割
り
改
定
案
の
作
成
に
つ
い
て
、
直
近
の
国
勢

調
査
人
口
に
お
い
て
、
選
挙
区
間
の
人
口
格
差
を
二
倍
未

満
と
す
る
ほ
か
、
行
政
区
画
、
地
勢
、
交
通
等
の
事
情
を

総
合
的
に
考
慮
し
て
合
理
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
定
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
区
割
り
改
定
案
の
作
成
に
当
た
り
、
都
道
府
県

知
事
に
対
し
て
行
っ
た
意
見
照
会
で
は
、
分
割
市
区
町
の

解
消
を
望
む
意
見
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
当
審
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

区
割
り
改
定
案
の
作
成
方
針
に
お
い
て
、
市
区
町
村
の
区

域
は
分
割
し
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
、
一
定
の
分
割
基
準

に
該
当
す
る
場
合
に
限
っ
て
分
割
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
分
割
市
区
町
の
数
は
現
行
の
百
五
か

ら
大
幅
に
減
少
し
て
三
十
二
と
な
り
、
ま
た
、
五
市
区
に

あ
っ
た
三
分
割
の
状
態
は
全
て
解
消
い
た
し
ま
し
た
。

分
割
基
準
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
区
の
人
口
が
鳥
取
二

区
の
二
倍
以
上
で
あ
る
場
合
や
、
飛
び
地
を
避
け
る
た
め

に
必
要
な
場
合
の
ほ
か
、
定
数
に
増
減
の
な
い
道
府
県
に

お
い
て
、
現
在
分
割
さ
れ
て
い
る
市
区
の
分
割
解
消
に

よ
っ
て
県
内
の
最
大
格
差
が
拡
大
す
る
場
合
な
ど
に
限
ら

れ
る
こ
と
と
し
、
三
十
二
の
市
区
に
お
き
ま
し
て
は
分
割

す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
判
断
い
た
し
ま
し

た
。御

指
摘
の
北
海
道
や
福
岡
県
の
新
た
な
分
割
に
つ
き
ま

し
て
は
、
行
政
区
単
位
で
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
、

隣
接
選
挙
区
以
外
の
選
挙
区
に
改
定
が
及
び
、
大
幅
な
選

挙
区
の
見
直
し
と
な
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
分
割
基
準
に
基

づ
い
て
分
割
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
第
四
十
九
回
総
選
挙
の
当
日
有
権
者
で
格
差
二

倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
考
慮
し
た
こ
と
に
つ
い
て

の
お
尋
ね
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
作
業
の
最
中
に
執
行
さ
れ
た
昨
年
の
総
選

挙
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
日
有
権
者
数
ベ
ー
ス
で
格
差
二

倍
以
上
と
な
っ
た
選
挙
区
が
二
十
九
存
在
し
て
お
り
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
選
挙
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
見
直
し
を
行
わ

な
い
と
引
き
続
き
格
差
二
倍
以
上
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
勢
調
査
実
施
時
点
か
ら
の
人
口
異
動
の
結

果
と
い
う
現
実
に
生
じ
た
客
観
的
な
事
情
を
考
慮
す
る
も

の
と
し
、
選
挙
区
の
見
直
し
を
行
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。

○
平
口
委
員
長

今
回
の
区
割
り
の
改
定
案
で
は
、
二
十

五
都
道
府
県
、
百
四
十
選
挙
区
の
区
割
り
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
全
小
選
挙
区
の
半
数
近
く
が
改
定
の
対
象
と
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
、
十
増
十
減
の
対
象
と
な
っ
た
都
県
で

は
、
多
く
の
選
挙
区
の
区
割
り
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
区
割
り
の
改
定
対
象
と
な
る

選
挙
区
が
過
去
最
多
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
審
議
会
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
従
来
、
周
知
期
間
が
一
か
月
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
審
議
会
は
適
切
な
周
知
期
間
を
ど
う
考
え
る
か
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

次
に
、
今
回
の
区
割
り
の
改
定
案
で
は
、
選
挙
区
間
の

最
大
人
口
格
差
は
、
現
在
の
東
京
二
十
二
区
と
鳥
取
二
区

の
間
の
二
・
〇
九
六
倍
か
ら
、
福
岡
二
区
と
鳥
取
二
区
の

間
の
一
・
九
九
九
倍
に
縮
小
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
・

九
九
九
倍
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法

の
定
め
る
二
倍
未
満
を
辛
う
じ
て
満
た
し
た
数
値
で
あ

り
、
ま
た
、
一
・
九
倍
を
超
え
る
選
挙
区
は
十
九
選
挙
区

あ
り
ま
す
。

今
後
の
人
口
動
向
の
傾
向
か
ら
す
る
と
、
早
晩
、
格
差

二
倍
以
上
と
な
る
選
挙
区
が
生
じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
審
議
会
で
は
今
回
の
改
定
案
で
の
格
差
を
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

○
久
保
参
考
人

今
回
の
区
割
り
改
定
は
、
い
わ
ゆ
る
ア

ダ
ム
ズ
方
式
が
初
め
て
適
用
さ
れ
都
道
府
県
別
定
数
が
十

増
十
減
と
な
っ
た
こ
と
、
格
差
二
倍
以
上
と
な
る
選
挙
区

の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
多
く
の
都
道
府
県
知

第
二
類
第
二
号

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録
第
二
号

令
和
四
年
十
月
二
十
四
日

三



事
か
ら
の
要
望
の
あ
っ
た
分
割
市
区
町
の
解
消
を
目
指
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
し
て
、
結
果
と
し
て
、
二
十
五
都

道
府
県
、
百
四
十
選
挙
区
に
お
い
て
改
定
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

直
近
二
回
、
過
去
二
回
の
区
割
り
改
定
は
、
緊
急
是
正

措
置
と
し
て
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
み
見
直
す
こ
と
と
さ
れ

た
の
に
対
し
、
今
回
は
全
都
道
府
県
を
対
象
に
必
要
な
見

直
し
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
過
去
最
大
規
模
の
見
直
し
と

な
り
ま
し
た
。

お
尋
ね
の
、
い
わ
ゆ
る
周
知
期
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
審
議
会
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
今
回
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
既
に
各
方
面
で
様
々

な
議
論
が
行
わ
れ
、
国
民
の
皆
様
の
関
心
も
高
い
も
の
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

勧
告
に
基
づ
く
区
割
り
改
定
法
案
成
立
の
暁
に
は
、
政

府
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
選
挙
人
を
始
め
関
係
者
の
皆
様

に
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
の
趣
旨
や
内
容

を
含
め
、
き
め
細
か
く
周
知
啓
発
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
切
に
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
格
差
が
一
・
九
倍
を
超
え
る
選
挙
区
が
十
九
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

区
割
り
審
議
会
設
置
法
に
お
き
ま
し
て
は
、
令
和
二
年

の
国
勢
調
査
人
口
に
お
い
て
、
選
挙
区
間
の
人
口
格
差
を

二
倍
未
満
と
す
る
旨
、
明
確
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
合
理
性
の
あ
る
将
来
推
計
人
口
を
算
出
す
る
こ
と
は

困
難
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
以
外
の
人
口
基
準
を
一

律
に
適
用
す
べ
き
改
定
基
準
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
判

断
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
先
ほ
ど
御
答
弁
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
国

勢
調
査
実
施
時
点
か
ら
約
一
年
後
に
行
わ
れ
た
第
四
十
九

回
総
選
挙
の
当
日
有
権
者
数
ベ
ー
ス
で
格
差
二
倍
以
上
の

選
挙
区
が
生
じ
て
い
る
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
を

考
慮
す
る
こ
と
と
し
、
当
該
格
差
が
二
倍
未
満
と
な
る
よ

う
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
二
十
八
年
に
議
員
立
法
で
新
設
さ
れ
た

現
行
の
区
割
り
審
議
会
設
置
法
第
四
条
第
二
項
は
、
十
年

後
を
待
た
ず
に
、
中
間
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
で
選
挙
区

間
の
最
大
格
差
が
二
倍
以
上
と
な
っ
た
と
き
は
改
定
案
を

作
成
す
る
と
定
め
て
お
り
、
次
回
の
令
和
七
年
国
勢
調
査

の
結
果
に
よ
っ
て
最
大
格
差
が
二
倍
以
上
と
な
っ
た
と
き

に
は
、
当
該
規
定
に
よ
っ
て
適
切
に
対
応
さ
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

今
回
の
勧
告
は
、
累
次
の
最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
て
改

正
さ
れ
た
区
割
り
審
議
会
設
置
法
に
基
づ
い
て
行
っ
た
も

の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
選
挙
区
間
の
人
口
格
差
の
是
正
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
平
口
委
員
長

審
議
会
で
は
、
改
定
作
業
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
各
都
道
府
県
の
知
事
か
ら
意
見
を
聴
取
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
審
議
し
、
ど

の
よ
う
な
形
で
区
割
り
の
改
定
案
に
反
映
さ
れ
た
の
か
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
都
道
府
県
知
事
の
意
見
で
は
、
具
体
的
な
区

割
り
改
定
に
関
す
る
意
見
と
は
別
に
、
人
口
減
少
と
都
市

部
へ
の
人
口
集
中
が
進
む
こ
と
に
よ
り
地
方
選
出
議
員
の

減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
こ
れ
に
よ
り
地
方
の
声

が
国
政
に
届
き
に
く
く
な
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
少
な
か
ら

ず
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
意
見
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
御
所
見
を
お

持
ち
か
、
政
治
学
が
専
門
で
あ
る
川
人
会
長
の
お
考
え
を

交
え
つ
つ
、
お
示
し
く
だ
さ
い
。

○
川
人
参
考
人

都
道
府
県
知
事
は
、
都
道
府
県
の
行

政
、
地
勢
、
交
通
等
全
般
に
通
じ
、
区
割
り
に
つ
い
て
都

道
府
県
全
体
を
総
合
的
に
判
断
し
得
る
視
点
を
持
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し

て
、
現
行
の
区
割
り
な
ど
に
つ
い
て
意
見
照
会
を
行
い
、

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
提
出
さ
れ
た
知
事
意
見
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
の
意
見
を
聞
く
な
ど
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
提
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
区
割
り
改
定
案
の
作
成

方
針
に
照
ら
し
て
検
討
し
、
反
映
で
き
る
も
の
に
つ
い
て

は
区
割
り
改
定
案
に
反
映
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
申
し
上
げ
れ
ば
、
分
割
市
区
町
の
解
消
を
望

む
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
区
割
り
改

定
案
の
作
成
方
針
に
お
い
て
、
市
区
町
村
の
区
域
は
分
割

し
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
、
一
定
の
分
割
基
準
に
該
当
す

る
場
合
に
限
っ
て
分
割
す
る
こ
と
と
し
、
審
議
の
結
果
、

分
割
市
区
町
は
、
現
行
の
百
五
市
区
町
か
ら
三
十
二
市
区

に
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
御
指
摘
の
と
お
り
、
い
た
だ
い
た
知
事
意
見
の

中
に
は
、
地
方
選
出
の
国
会
議
員
が
減
少
す
る
こ
と
を
懸

念
す
る
意
見
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

衆
議
院
選
挙
区
の
都
道
府
県
別
定
数
は
、
区
割
り
審
設

置
法
に
規
定
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
ア
ダ
ム
ズ
方
式
に
よ
り
計

算
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ア
ダ
ム
ズ
方
式
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
に
設
置
さ
れ
た

衆
議
院
選
挙
制
度
に
関
す
る
調
査
会
答
申
に
お
い
て
、
比

例
性
の
あ
る
配
分
方
式
で
あ
る
こ
と
、
都
道
府
県
間
の
格

差
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
こ
と
、
都
道
府
県
の
配
分

議
席
の
増
減
変
動
が
小
さ
い
こ
と
、
一
定
程
度
将
来
に
わ

た
っ
て
も
有
効
に
機
能
し
得
る
こ
と
と
い
っ
た
点
か
ら
総

合
的
に
考
慮
さ
れ
、
様
々
な
比
例
配
分
方
式
の
中
で
望
ま

し
い
配
分
方
式
と
さ
れ
、
議
員
立
法
に
よ
り
導
入
さ
れ
た

も
の
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

政
治
学
者
と
し
て
の
個
人
的
意
見
を
申
し
上
げ
れ
ば
、

ア
ダ
ム
ズ
方
式
と
は
、
都
道
府
県
の
配
分
議
席
は
、
人
口

を
小
選
挙
区
基
準
除
数
で
除
し
て
得
た
数
に
一
未
満
の
端

数
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
こ
れ
を
一
に
切
り
上
げ
る
数
と

す
る
方
式
で
す
が
、
こ
れ
は
、
端
数
が
な
い
場
合
に
は
完

全
比
例
す
る
配
分
議
席
と
な
る
こ
と
が
可
能
な
比
例
代
表

制
の
諸
方
式
の
中
で
は
、
人
口
の
少
な
い
県
に
最
も
有
利

な
方
式
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

審
議
会
と
し
て
は
、
現
行
法
の
規
定
に
従
い
、
ア
ダ
ム

ズ
方
式
に
よ
る
都
道
府
県
別
定
数
配
分
に
基
づ
き
改
定
案

を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
選
挙
制

度
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
各
党
各
会
派
に
お
い
て
御
議

論
い
た
だ
く
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
と
よ
り
、
選
挙
制
度
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
と
地
方

の
声
も
含
め
た
多
様
な
民
意
の
反
映
が
両
立
で
き
る
よ

う
、
国
会
に
お
い
て
活
発
に
御
議
論
い
た
だ
き
、
地
方
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
様
々
な
施
策
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
念

願
し
て
お
り
ま
す
。

○
平
口
委
員
長

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

冒
頭
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
川
人
会
長
を
始
め
審

議
会
委
員
の
御
尽
力
に
対
し
、
重
ね
て
敬
意
を
表
し
ま
し

て
、
以
上
で
私
か
ら
の
お
尋
ね
を
終
わ
り
ま
す
。

川
人
会
長
、
久
保
会
長
代
理
に
は
、
お
忙
し
い
中
、
委

員
会
に
御
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

次
回
は
、
来
る
二
十
六
日
水
曜
日
午
前
九
時
二
十
分
理

事
会
、
午
前
九
時
三
十
分
委
員
会
を
開
会
す
る
こ
と
と

し
、
本
日
は
、
こ
れ
に
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

午
後
四
時
五
十
五
分
散
会

第
二
類
第
二
号

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録
第
二
号

令
和
四
年
十
月
二
十
四
日

四

令
和
四
年
十
一
月
三
十
日
作
成

衆
議
院
事
務
局

調
製

国
立
印
刷
局




